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おことわり

この開示資料に掲載されている当社の将来に関する計画などは、現在入手可能な情報による判断に基づいております。
種々の要因により、これらの計画などが変動する可能性があることをご承知おきください。

（金額は、百万円未満を四捨五入して記載しております）

2022年12月期
第2四半期
決算説明資料

2022年8月9日

不二精機株式会社

証券コード6400
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私たちの企業理念
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会社概要

商号 不二精機株式会社 （FUJI SEIKI CO., LTD.）

市場区分 東京証券取引所・スタンダード （証券コード6400）

＜2001年8月店頭市場登録＞

設立 1965年7月 （創業1955年3月）

本社 大阪市中央区瓦町4丁目8-4 井門瓦町第2ビル

代表者 代表取締役社長 伊井 剛

資本金 500百万円 （決算期12月）

従業員数（連結） 544人 （2022年6月30現在）

拠点 国内4拠点、中国2拠点、タイ、インドネシア

事業内容 精密金型および精密成形品の製造・販売

URL： https://www.fujiseiki.com
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コアビジネス(精密金型)金型事業
＜金型単体＞

1980年代まで

成形品事業
＜樹脂成形品＞

自動車部品参入
＜成形品+組立＞

新製品開発
＜EV関連部品等＞

1990年代 2022年以降2001年～
2005年

2006年～
2021年

ＴＯＤＡＹ

進化・成⾧の蓄積

コ ア 技術 (精 密 金 型)

★タイ不二精機
★上海不二精機
操業開始 2002年

★不二精機インドネシア
操業開始 2013年

★常州不二精機
操業開始 2003年

成形システム
＜金型+成形ライン＞

★高知宿毛工場
操業開始 2022年予定

★秋元精機工業(プレス)
グループ化 2019年

＜1955年創業＞

＜2001年株式公開＞
成形品事業開始

★鈴鹿工場
操業開始 2022年予定

事業構造の変遷 ＜金型から金型+成形品へ＞
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各事業の強みと中期方針
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不二精機グループ 拠点紹介

稼働に向け、準備中

稼働に向け、準備中
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事業別売上高推移

（百万円）
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精密金型事業/分野別売上高推移
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自動車用 医療用・食品容器用 医療用・食品容器用比率

コロナ禍と反動

（百万円）



PRODUCT MOTHER FUJI  SEIKIPRODUCT MOTHER FUJI  SEIKI

11

精密成形品事業/分野別売上高推移
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コロナ禍と反動
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≪上場年度後最高益達成の反動と半導体不足の影響≫
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2022年第2四半期 損益ハイライト

※「業績予想」は2022年2月14日に公表した予想値です。

2021年（前期実績） 2022年（業績予想） 2022年（実績）

金額 売上比 金額 売上比 金額 売上比
前期比 業績予想比

増減額 増減率 増減額 増減率

売上高 3,788 100.0% 4,007 100.0% 3,742 100.0% △46 △1.2% △265 △6.6%

売上総利益 955 25.2% 826 20.6% 769 20.5% △186 △19.5% △57 △6.9%

営業利益 375 9.9% 218 5.4% 258 6.9% △117 △31.3% ＋40 ＋18.3%

経常利益 397 10.5% 193 4.8% 272 7.3% △125 △31.6% ＋79 ＋40.9%

当期純利益 366 9.7% 154 3.8% 165 4.4% △201 △55.0% ＋11 ＋7.1%

（単位：百万円）

コロナ禍の反動等による減収となったが、業績予想を上回る利益を確保

＊コロナ禍の反動、半導体不足の影響もあり、売上高は減少するも業績予想の営業利益は達成

＊営業利益の業績予想達成を受け、円安の影響もあり、業績予想の経常利益も達成

＊上海市のロックダウンの影響はあったものの、業績予想の当期純利益も達成
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2021年2Ｑ
営業利益

2022年2Ｑ
営業利益

※「為替影響」は子会社決算の円換算
レートの差によるものです。

375
百万円

258
百万円

+89

為替影響額

＋55

為替影響額
△20

販管費減少

△236

材料費・外注費
減少

労務費・経費
増加

粗利減少
△185

販管費減少

＋68

△39

【営業利益減少要因】

１. 売上高はコロナ禍の反動による減収（△1.2％）

２. 減収による粗利益の減少に伴い、販管費削減

前期比△117百万円（△31.3％）の減益
（業績予想比 40百万円（+18.3％）の増益）

+35

為替影響額を
除いた

売上高減少額
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2021年2Ｑ
経常利益

2022年2Ｑ
経常利益

272
百万円

営業利益
減少

△ 118
397

百万円
金融費用

減少

＋ 10

【経常利益減少要因】

１. 営業利益の減少
２. 評価替による為替差益の減少
３. 金融費用などの減少

前期比△125百万円（△31.6%）の減益

（業績予想比79百万円（＋40.9％）の増益）

※「為替影響」は子会社決算の円換算
レートの差によるものです。

インドネシア子会社の円建債務
の評価益などが減少

（資金には影響ありません）

為替影響
＋1

為替差益
の減少

△ 18
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2021年度（前期） 2022年第2四半期

金額 構成比 金額 構成比 増減額 主な増減要因

資
産

流動資産 4,038 49.4% 4,486 51.1% ＋448 現預金、売上債権、棚卸資産の増加

固定資産 4,140 50.6% 4,297 49.9% ＋157 鈴鹿工場の設備投資による増加

資産計 8,178 100.0% 8,782 100.0% ＋604

負
債

流動負債 4,834 59.1% 5,005 57.0% ＋171 短期借入金、契約負債の増加

固定負債 1,149 14.1% 1,167 13.3% ＋18 長期借入金の増加

負債計 5,983 73.2% 6,172 70.3% ＋189

純資産計 2,195 26.8% 2,609 29.7% ＋414 利益剰余金、為替換算調整勘定の増加

負債・資本計 8,178 100.0% 8,782 100.0% ＋604

有利子負債 3,711 45.4% 3,915 44.6% ＋204 約定返済進むも、設備資金需要あり

（単位：百万円）

戦略的な設備投資とのバランスを勘案、有利子負債の計画的な削減を継続
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≪鈴鹿新工場を拠点とし、ＥＶ関連等新製品開発に重点先行投資≫
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2022年度 業績予想

2021年度実績 2022年度予想
2022年度予想の概要

金額 構成比 増減率 金額 構成比 増減率

精密金型事業 2,838 38.0% 22.0% 2,997 37.9% 5.6% 医療用関連分野金型の増加

精密成形品事業 4,630 62.0% 29.1% 4,912 62.1% 6.1% 自動車関連部品の増産

売上高 7,468 100.0% 26.3% 7,909 100.0% 5.9%

売上総利益 1,742 23.3% 38.9% 1,685 21.3% △3.3% 先行投資の減価償却費ほか経費の増加により
利益率は低下

販管費 1,137 15.2% 17.0% 1,258 15.9% 10.7% 研究開発費および売上増加に伴う運送経費な
どが増加

営業利益 606 8.1% 113.9% 427 5.4% △29.5% 先行投資の減価償却費、研究開発費ほかの増
加により減益

経常利益 616 8.2% 331.1% 375 4.7% △39.1% 前期の為替差益61百万円 減益要因

当期純利益 506 6.8% 409.6% 300 3.8% △40.7% 前期の土地売却益78百万円 減益要因

（単位：百万円）

【2022年度予想の変動リスク要因】 ・新型コロナの影響による顧客の稼働率の低下

中期的受注拡大を目指し、ＥＶ関連等新製品の研究開発先行投資により減益予想

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年予想

売上高 5,267 6,149 6,593 5,913 7,468 7,909

営業利益 324 418 387 283 606 427

営業利益率 6.2% 6.8% 5.9% 4.8% 8.1% 5.4%

経常利益 141 267 342 142 616 375

当期純利益 122 178 290 99 506 300

１株当たり配当 (円) 3.00 4.00 5.00 5.00 10.00 7.00

総資産 6,068 6,192 6,985 7,449 8,178 8,917

自己資本 1,114 1,348 1,612 1,659 2,196 2,744

自己資本比率 (%) 18.4 21.8 23.1 22.3 26.8 30.8

1株当たり純資産 (円) 147.03 174.48 204.34 208.71 275.51 338.5

自己資本純利益率 (%)

（ROE) 12.2 14.5 19.6 6.1 26.2 12.1

設備投資額 287 424 837 849 546 762

減価償却費 298 322 345 489 539 576

研究開発費 2 6 7 25 34 85

・2022年度は鈴鹿新工場を拠点としてEV関連等の新製品への研究開発費投資・設備投資を重点的に実施

・営業利益は、先行投資負担（減価償却・研究開発費）をこなし、2019年のコロナ禍前からの増益基調を予想
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（百万円）
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設備投資

減価償却費

研究開発費

ＥＶ関連 新製品開発実施

設備投資/減価償却費と研究開発費

・2019年度からタイ・インドネシアを中心に、自動車関連成形品の受注増に対応した増産設備投資を実施

・2022年度は鈴鹿新工場を拠点としてEV関連等の新製品への研究開発費投資・設備投資を重点的に実施

自動車部品 増産投資実施
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（百万円）
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営業利益

減価償却費
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コロナ禍と反動

・2022年度は鈴鹿新工場を拠点としてEV関連等の新製品への研究開発費投資・設備投資を重点的に実施

＜2021年度比 減価償却費+研究開発費で88百万円の減益要因＞

営業利益と減価償却費・研究開発費

ＥＶ関連 新製品開発実施
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成形品事業売上高 金型事業売上高 営業利益率

コロナ禍と反動

鈴鹿工場
操業開始

開発投資注力

≪中期方針≫

■成形品事業
・自動車部品拡大
・稼働率向上
・品質保証体制高度化

■金型事業
・高付加価値分野集中
・生産革新(DX)による

コスト構造改革

☆利益率向上達成へ

・2020年度は、コロナ禍による大幅な減収減益、2021年度は、反動もあり自動車部品関連等が急回復

・2022年度以降、自動車部品拡大の中期方針達成に向け、EV関連等の新製品開発の先行投資実施

業績推移 実績と予想&ターゲット

（百万円）

売上高 営業利益率

5,267

6,149

6,593

5,913

7,468
7,909

9,500
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株主還元

（円）
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普通配当 記念配当 配当性向

配当の経緯

2016年度：インドネシア子会社の営業損益の黒字化を機に13期ぶりに復配

2018年度：1株あたり3円から4円へ増配

2019年度：1株あたり4円から5円へ増配

2021年度：上場年度後の最高益を記念し、記念配当5円を含め1株あたり10円の配当を実施

2022年度：1株あたり7円の配当実施を予想。

経営体質を強化しつつ安定した配当を継続することを基本方針としております

復配
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トピックス


